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サイエンスアゴラ2016開催概要
日程： 平成28年11月3日（木・祝）～11月6日（日）

会場： 東京・お台場地域
（日本科学未来館、東京国際交流館、フジテレビ湾岸ST、

産業総豪研究所臨海副都心センター、東京都立産業技術セ

ンター、シンボルプロムナード公園）
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ビジョン： つくろう、科学とともにある社会
テーマ： 医・食・くらし／教育・文化芸術・スポーツ／震災復興5年

出展数： 214企画 ※サテライト1件含む

（セッション74企画、ブース140企画）

参加数： 9,303人※（うち海外登壇者38名）

※サテライトイベントとして11月4日（金）に開催した

JST20周年記念フォーラム「未来共創イノベーション

『とてもよい世界の作り方』」の参加者を含む



※プログラム数はブース＋シンポジウム・WS
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草創期 第1次変革期 第2次変革期

審査・採択あり

サテライト1件
JST理数部主催

「女子中高生が自由
な進路選択をするた
めには何が必要か」

追加で 195

サテライト1件
JST20周年記念
フォーラム

「未来共創イノベー
ション『とてもよい
世界の作り方』」

追加で 214
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プログラム数の推移



テーマ別 2016実績

医・食・くらし 79
教育・文化芸術・スポーツ 90

震災復興5年 21
その他 24

合計 214

企画形式別 2015実績 2016実績

セッション 68 74
ブース・ポスター 127 140

合計 195 214

プログラムの内訳

140

24
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企画提供者の属性
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※企画応募書類より集計
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来場者の属性

1.学生
28%

2.企業・産業界
19%

3.メディア
1%4.大学・研究機関

6%

5.政治・行政
3%

6.博物館・科学館
1%

7.教育・学校関係者
5%

8.その他
35%

未回答

2%

※当日受付票の集計データより算出（n＝5,070）

小学生～大学院生

主婦・退職後など無職
の方、未就学児など



1. 震災復興5年を多様な観点で振り返り

2. 若者を迎え、社会課題についての世代を越えた議論
開幕セッション「復興後の未来に向かって―高校生と考える震災復興5年」＜高校生3名＞
メディアセッション「海外から見た日本の“震災復興5年”と被災地の若者が描く未来社会」＜高校生3名＞
キーノートセッション「がん予防が切り拓く新しい社会」＜大学生2名、高校生4名＞
キーノートセッション「震災から5年～いのちを守るコミュニティ～」＜高校生6名＞
高校生×イノベータートークセッション “Road To Innovation”＜高校生3名＞
EU & Japan: Let‘s broaden research horizons!＜大学院生3名＋高校生3名＞
CSC-CRDS-未来館連携ワークショップ「語ろう！科学への期待」＜大学院生11名＞

3. 国際的な視点での議論
海外からの登壇者23名（2015）⇒38名（2016）

「芸術、科学、技術、クリエイティビティ」（駐日欧州代表連合部）
・・・科学とテクノロジーは、クリエイティビティを高めることは出来るのか？

「いま世界が直面するSDGｓ等の課題解決にイノベーションは何ができるか？」（JST）
「ITがもたらす新たな社会 そのビジョン、技術、社会的な課題は？」（JST-CRDS）

サイエンスアゴラ2016の特徴
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Science Vol. 354（2016/11/25）
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学術会議のご尽力に感謝（2016）
人獣共通感染症へのチャレンジ ※キーノートセッション
主催： 日本学術会議 科学力増進分科会／日時： 11月5日（土）10:30～12:00
登壇者：澁澤 栄氏：日本学術会議第二部会員、東京農工大学大学院農学研究院 教授

甲斐 知惠子氏：東京大学医科学研究所感染症国際研究センター 教授
小田 光康氏：明治大学情報コミュニケーション学部専任准教授，明治大学感染症情報分析センター長､ジャーナリスト
水谷 哲也氏：東京農工大学大学院農学研究院教授，農学部附属国際家畜感染症防疫研究教育センター長
須藤 靖氏：日本学術会議第三部会員、東京大学大学院理学系研究科物理学専攻教授

これからの高校理科教育のありかた
主催： 日本学術会議 科学力増進分科会／日時： 11月5日（土）14:00～15:30
登壇者：須藤 靖氏：日本学術会議第三部会員、東京大学大学院理学系研究科物理学専攻教授

宮嶋 敏氏：埼玉県立熊谷高校教員
真貝 寿明氏：大阪工業大学情報科学部 情報システム学科教授
青野 由利氏：毎日新聞論説委員
戸田山 和久氏：日本学術会議第一部会員、名古屋大学大学院情報科学研究科教授
柴田 德思氏：日本学術会議連携会員、日本アイソトープ協会専務理事

災害とレジリエンス－平成28年熊本地震災害の教訓－
主催： 日本学術会議 科学力増進分科会／日時： 11月6日（日）10:30～12:00
登壇者：和田 章氏：日本学術会議連携会員、防災学術連携体代表幹事

平田 直氏：日本学術会議連携会員、東京大学地震研究所教授
本田 利器氏：東京大学大学院新領域創成科学研究科教授
五十田 博氏：京都大学生存圏研究所教授
林 春男氏：日本学術会議連携会員、国立研究開発法人防災科学技術研究所理事長
米田 雅子氏：日本学術会議会員、防災学術連携体幹事/事務局長
小池 俊雄氏：日本学術会議連携会員、東京大学大学院工学系研究科教授／水災害・リスクマネジメント国際センター

(ICHARM)センター長
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サイエンスアゴラ2017開催概要
【日程】2017年11月24日（金）~ 26日（日）※3日間

【場所】テレコムセンタービル（アトリウム、会議室）
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※ 2017年度内に地方開催も予定
・2017年11月 仙台市（世界防災フォーラム2017内）
・2018年 2月 福岡市科学館
・その他の地域も検討中



サイエンスアゴラ2017予定 (素案)
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4月14日（金）
～5月23日（火） 企画公募

5月24日（水）
～7月13日（木）

企画審査
（6月中旬にプログラム委員会による助言あり）
（6月下旬に応募書類再提出あり）

7月14日（金） 採択企画決定 ※順次メールにて通知予定

8月25日（金）※仮 企画配置決定

8月下旬 WEBサイトにて全企画情報公開
開催広報開始

9月上旬 企画提供者説明会・会場見学会

10月上旬 次年度テーマ・開催方針決定

11月24日（金）
～26日（日） サイエンスアゴラ2017開催



科学とくらし ともに語り紡ぐ未来
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20世紀の科学技術は富や力の追求と並行して発展してきました。しかし限りある
地球資源と世界のひずみを前に、今日の科学技術には限界も見え始めています。
とくに成長社会から成熟社会へと移行し、多くの問題を抱え先行きの見えにくい
今の日本では、関係者が集う場をつくり、科学と社会のこれからをともに考え、
互いの考えを尊重して未来を創っていくことが必要であり、その文化を育ててい
きたいと考えています。また、ともに考え、行動するあり方は、国・地域や文化
によって多様であり、日本ならではの方法を模索したいと考えています。

【ポイント】

① 「場をつくる」だけではなく、皆が共に考え、未来社会を創り出すという考え方を強調しました。

② 「くらし」に込めた考え：一人一人のくらし・生き方に着目することが、ひいては社会全体を考え
ることになると考えています。

③ 「紡ぐ」に込めた考え：未来社会の創造に向けた日本ならではの方法を模索する重要性を込めまし
た。日本ならではの糸紡ぎを想起し、細くバラバラな短い繊維をより合わせて意味のある形に調和
させ、一足飛びではなく徐々に創り込んでいく過程だと考えています。

サイエンスアゴラのビジョン（新）
※「つくろう、科学とともにある社会」（2015、2016）から刷新



越境する
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科学技術の発展の中で、学問分野は専門性が鋭く極められ、物事をより深く追求
できるようになりました。しかし、社会の新しい価値に気づき、現代の多様な問
題を解決するためには、ひとつの学問分野や立場、世代の知恵だけでは十分では
ありません。すでに、様々な壁を越えて人々の知恵を紡ごうとする動きは見え始
めています。私たちひとりひとりが心豊かに生きていくために科学技術をどう取
り入れていくのか、科学技術には何ができるのか、学問分野、立場、国、文化、
世代の壁を越えてともに考える場としましょう。

サイエンスアゴラ2017のテーマ



従来の複数会場開催からテレコムセンタービル1箇所開催に変更

→フォーラムとしての回遊性向上

参加者間の対話を促進する会場設計、ストーリー性のあるプログラム

構成を行い、安全性の強化と回遊性の向上を図る

→出展者および来場者の満足度向上

研究者、中高生（次世代人材）、産業界の参加者（出展者および来場

者）、国際的な参加者の比率の向上を図る

→多様なステークホルダーが集い、議論できる場の実装

サイエンスアゴラ2017のポイント
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学術会議への期待
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• 世界中から要人が来るようになってきた。昨年は米国
のサイエンス誌にも取り上げられ、サイエンスアゴラ
の知名度は海外でも上がってきている

• 今年は福岡（新設の福岡市科学館を中心として, 2018.2月初旬）・仙台（世界防災

フォーラム／防災ダボス会議＠仙台2017, 11/25）等でサテライト開催予定
。JSTのイベントとしてではなく、各地のみなさんとと
もに作る場として発展させていきたい

• 学術会議の声明・提言に関する議論の場を主催いただ
きたい

• 「学問分野、立場、国、文化、世代の壁を越えて」
「越境する」企画の出展を期待しています

• 学術会議の「科学と社会」の関係を考える本来活動の
一環としての企画のご提供を期待しています


